
植物の耐凍惟と寒冷適応  

酒 う事 昭・0ヒ大・柩納骨舜丸竹）   

植物は氷菓．下の温度を、凍結乞屈適し乍り、あろいlか黎結し下水阻で耐えてし）ろ．争  

くの植物細絶や組軌ま細胞外凍結で、すなわち細胞壁に確してそのタト恥こ水巻村ぬL、  
柳乞白身は凍御免水され下水賂で耐えている．この場合、その細胞わ、ら勺、互り終れ手  

ところlこ水を締出する場合揚あろ．現在のところ、細絶内が凍っても隻きていられろ  

組砲はまだ知られてt）ない．いす、一札1二しても．細胞叶凍掛大敗でIi、あろ温度までlま  

細胞内の水任温度イ垂下ドフれ凍酪酸水力ヾ進むが、氷が細胞内lこ傾入できないようなバ、  

リヤーが蕗直していろ．し小し、細陀叶疎終で、あろ植物lユて∫℃の凍結l二し小耐えら  

れ領一のド、零せ一他の植物が一軒Cl大下等でも耐えられろのか＼ま釆紬絶外凍♯て、、  

あろ博卑東棟以下lこ冷されたときlこ、なで’赦すろのかドフl）ては、までえ命な説哺  

が与えられてl）ない．   

蕗壌広葉樹の枚の木斡の？・e率いら．叶l二向って数列の細月舞が放射附こならんで・  

りろ．これを放射細緻とよんでいろ．冬の鼻音磯の枚の本朝放射組軌トラ∂Ocl笹下ま  

でも過冷申できるし、き吾＿野外では過身中で越冬していろことが、いろいろな・吉成  

で庵旬、められている．不和の甘いの矩蘭諦一∂～一げCで凍っているので、、また、凍って  

い布い放射組織細胞の7kが、寺ど壬わりの凍フ釆組叙ド向って脱水されないのか、ま  

不一なゼ辛かノの粗紺｝、らの租氷があ、こら肯いの小耳思儀である・かそらく．杖射組埼  

盲嶺蕨すろ細胞の鯛舵度ヵ、、あろいは細胞碩が巫を逢過し寺、一千めと考えられろ．ま  

た・商議が癒為して＝ろ可能性絹えられろ．いす、れlこしても過吟申であるいら、本  

朝放射線織の壊植生恩遇度は一如～一昨℃までであろ．辛夷．争くの温帯性轟音軌す泉  

温が丁灯C以下ド下勺ヾろ叱威には＼ヤナ干、属・ポ7・ラ属、シラカンベ属も繚いて、ほ  

セんど、分布しでt）互い．一毎●Cl久下lこ冷え込もところにまて■分布している上吉乙のち尾  

の縫物は、不鼻数分射てい絢べ乍tころ、不中萩射組織は赴今年ではなく、解凍外凍結  

すろ能力ももっていろZヒが利絹し丁こ．それでは、ヤナヂキと小の特別ド耐東棟の高い  

落潔樹ヒ、惇わ、の轟音樹の木部放射線鱗の細胞ヒで・ほ、購塩と轍絶がt・・のようlこ盈フ  
ていろのであろうか．轡ヰ輝い綱薦であろ．   

化譲濾で自生していろトドマヅやエソてツなどの針賃料の冬芽盲切ってみる七、1  

の乎t叫lこ2ミリて、け、の大きさの韓色の薇家康塞があろ．患ド乃フて穿町子ころぴ・  

ろ七、これが1申長して新補となる．こめ枚余席暴のまわリドIlヱβ～3（堰からなるリソ  

埠が－と・ノまいて枚発庫鼻毛冬の乾燦から寺っている．株券原碁乞芽ヵ、ら切取7て7Klこ  

っけて凍結すろと一∫Ocの凍結lても耐えない．しゎ、L、冬芽のなわ、ドあろ1天龍でlま、  

聴衆原産は一写0■cまて・冷ゃされて七生きている，冬芽をセの基申で切フて示を熱令萌  

すろと、破貴席基以外の須の組織lま一gO～一／∂七で細絶叶凍結すろが－、頻発卑基のみlま  

TZ～一／盲℃まで過食申する・その手め枚希庫基中の水は、みもlてゼの下卑ド、ちエうと、’  

脅桂のようl二、水与析出すろ．セして岬フくリオをP壬れる碕ドは、芽のヤの叔舞原碁  
lト牛∫oc吐くまで－も生要ら止ろが、速く嬉野すろ碕ドは、釦門ド枚弁俸長和こ凍結  
がおLって死ぬ．し辛がフて、線条厚鼻の笠在寮略私書tま、過冷甲のlであ、）t毘フて  
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埠中速度lこ‡フて倉しく突なる．虻適温の針東碑の酌ま、やつくり食印しても、一卯～  
一昨℃までしカ、耐えられなし）■泰阜焚付軒で鯛べ乍ところ、過食甲の瑠合と直って赦兵  

庫鼻が凍免すろ過度抑止で潜熱の放弘は絡められなかフた，このことから、親虐の晩  

木下よって枚貴腐鼻が凍死し乍ものと眉えられる．こうした凍結凍訂与、われわれ牒  
あらモlて泰郎卜凍緒とよぶこヒlこした。すなわち薇象庫象巨嶺叙してりろ如紬、細  

絶外凍結に耐える綻力ももた巧＝が・各宅ぐるみて竹串カ＼らの礎氷凍結を紡ぎ、ながら、  

凍結脱7Kド耐えてし）る．アラスカ内陣弁で越冬していろ針尊樹の薇を札洩ド空劃して  

もらい掬ベtヒころ、これらの青も暴曹外凍緯で耐えている甘ヾ、北穆遭の朝食御ヒう  

がい、一クβOcまて一郎？しても雀乏てい乍。寸なわち＼アラスカやシベリアの軋寒帯針  

寒村の賓の薇衆療碁仔鋒度の絶7トド耐える終ゎ毛頭帰すろことlこよって一わ・c以下ド  

診え込む厳寒の経て・も隻芝ていろ．恩威外凍結でlま、増卵の線桁ヾ、細酌卜凍蘇り  
も非常両＼さいのが瀦微であろ。セの衷味で思曹叶凍結細胞外凍待と舶坪とのヰ  

伺的性格毛もってし）ろ・すねわち、中フくり今年三れる碕半ば如月わト凍終始性格を、  

良く吟申すろ時にけ過戎申的′性格を禾すものと考えられろ．   

頼子植物の争＜の社費や吸水頼子も暴督外凍綺で越冬している．吸水し辛種子で甘  

絶句如ヾ凍れ－勘敢ねが、東和て感度が凍賭すろ．フりで、胚乳や腔甲の水が磯皮ヒ胚乳  

破のあ＝た王水も析敦寸ろ，そして絶や胚乳は各留外凍終で、強度の凍結脱水ド耐えて  
＝る・モとえは、－レタスの轟音ではづβ●c以下の球掛二も耐えろユヒが匪られてL）香．   

一般tニ如薇の熟度組織は細絶叶凍緒、木帝の放射組織別旦冷軒釘膏棉の冬芽の  

救命鹿塞や親子植物の乾芽、吸水應子拝各色外ヰ給与すろ．之のようド植物の組織や  
春宮によフて水兵下の温度ド耐ぇる適応戟如ヾ異なフていろ．   

熱や植物甘け～げCの温度ドあろ軌句王らされろと牟温瘍客ちケけろ．この喀普通  
痩が敢帯植物の笠鳥下醒頑慮ド相賀すろ一この冷温鳩舎は、生体碩を構成する幕僚の  

液釦＼ら同相への相奉移がゼの一攻的原周と考えられている．追考植物や温度帯複線  
は愛舶勺2∂一C、冬lま∂～一刀℃の坤常ド衡）温度下で生全ていろ．ゼの千め、これらの  

催物甘、化以下の遥序でも管領頼経乞保椅でぎるよう、変わ、ら昇一こかサて、夏型小  

ら冬軌二娼儀正樹程転換して体制の租如ほかろ．すなわう植物碩の沫鮭のままで  
じ、っ七冬毛耐忍していろのではなく、ロOc吐い温度で、細咤の碑且や床分ち変えて、厳  

しい裏書ド耐えられろよう如月乞をっくり養えろ．こうし丁。秋小ら冬ドカ＼けてかころ一  

連の体制夜薇の租象乞確過馴イヒとよんでいる．熱帯植物とちがい、窟華や亜寒帯碑物  

は偵過鮒ヒ能力を轟帰すること－こ⊥って年温度載差の身しい温和亜泉帝で、も富強で  

きろ・また、温帯や亘建碑植物は匂己d貨殖環の中に柩温が組込まれており．あろ程  
度の冬の寒さドぎらされないと富岳できないしくみドなって＝ろ・   

塊孜のグ厄一′ヾル母線引ま妻板ヒ浄水置から絶叫芝れている．し小し、こうし合併  

叙顔て－は、租物は受身的な立噺こみがれていろ，植物の側から寸れ持＼薇物性異なフ  

t把威の、葵なっ丁二塚壌ド舶吋ド分化、於赦して租在の植生をっくりあ腔るのと  
考えられろ．魚礁変額1てよろ森林の砥生の薮逢も1司けあって、如長夜山こよって植  

物ヾ受身l二移動するだすで拝なく、変化し7こ如貢ド適応、し乍裡ち命イとまゼ、こ山二頗  

禄的ド対お・し七面をも挿せ考えろことが■血卑である．地坪上の奨なろ気掛二璃する  

超物の耐ン如生は、生育地の各の寒さト対ぬして高ま「ていろ．ニれJ召集さの厳・し．－と  
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ころほと、、寛ぎl二よる自然盈裸が強く進むtめ軒ヰ悼の高いものlま■も、りの塚田となフ  
てl）ろからである。硯在、把疎上で鼻さの皐も厳しいとこうまで命稲毛歩1デてし｝ろ耐  

寒性の高い頼経拝マ、y杵のマヅ属、トウヒ属、モミ属、カラマツ属の牛属ド彼られる．  
セのイセの科、属の植物は虻方の覆車卑lニまで、分布できる樹塵を分化Lてい寺い．第三  
紀也捌こ高郷麦姥域七夏で分布を拡ナナスデ村篠軌ま、算三綻耕せ以降の気温の櫓下、  
季節性の教化ド河応、でさす、 絶滅すろか、ま乍ば線化ド塵界的tて分布しているJこすぎー、  

ない．一解ド凛なる気候卑ド広く分布し、し小も療数の多い属倖動云的夜寮推ド藩サ  
環境盛舟能力七ヾ轟い、埠して、こぅし辛植物のみが耐身性の高l｝獲ち分化していろ．  

北ア≠リカ、ユーラシア六経の広大な盈東卑杷威は、わす、か1∂確信と・、の木ドエフて占  
められ、比方針凍樹林やが叔、立していろ・  

以 一L  
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曹と氷のt♯会  

「曾と氷のt幕会」が，昭欄58年1月14日，15日およぴ30日に．札幌市書少年  

科学施主t．日本雪氷学会北海道支部後摸により内儀きれた．氷の薄片製作実習は同科学  

飽の低温実験室内にて，舌の結晶のレプリカ作成は同庵玄関，積雪斬面の■霧は前庭にて  

それぞれ行なわれた．垂加著は8－9名のグループにわかれ，午前または午後に3コーナ  

を廠呑に囲って実習を受けた．参加権穀は129名，内わけは小学5・6年生88名．中  

学生9名，高校生5名，教員9名‥ 父母10名，その他一般8毛であった．講習籍導は．  

科学蕊・高輪■哉，北大低温研・大伴武都美，外塚 信，ヰ本雅之，入川★理，水野悠紀  

子，成瀬靡二が担当した．   

なお，講習会後，科学館によせられた感想文の中から一文を以下に繊戴いたします．  

r℡氷の世界」に参加して  

常磐小6年  花井文恵  

私が一書心に残った実鰯lま，氷の薄片つくりです．キラキラと光るのがとても印象的で  

した．今までは，ただの透明な転体だと思っていたのですが，こんなに美しいものだとは  

見いませんでした．同じ氷でも種類や切り方によって光り方が異なることにtきました．   

曹の結晶では，いろいろ複雑な形がありました．立体的なものもすてきでしたが，どち  

らかと言えば平面でいり組んだ形の方が好きです．暮いたことと言えば，粉のように小き  

なものまでが，大変複雑な形をしていることと，結晶の一つ一つは，透明な色をしている  

ということです．雪は白い色ときめつけていた私にとって，新しい発見でした．モして，  

「結晶の一つ一つは透明なのに，どうして白い色になるのだろう」という趣向が一つでて   

きました．   

最後に積雪斬面ですが，地■にとてもよく似ていました．今までは．雪の斬面に興味も  

なかったのですが，今度から注意して見てみたいと見います．   

今［＝ま楽しい一日でした．またこのような会に垂加したいと見います．  
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